
「人を活かす経営」 

 

１．人生の目的 

 右掲はマズローの欲求五段階説のイラストです。一般的に人は集

団の中で暮らしますので少なくとも「居場所」（社会的欲求）からスタ

ートします。例えば、就職して会社員になりますが、最初は横一列で

すが、個人差が出始めて「承認の欲求」つまりインフォーマル・リーダ

ーになり、さらに「役職」がついて「自己実現の欲求」に向かう人が出

ます。しかし、一方では下降して「給料さえもらえれば、それでよし」と

いう心境になる方（安全の欲求）が現れるのです。そこからドロップア

ウトして「めしさえ食えればよい」となって浮浪者になる方も出て来る

のです。 

 しかし、「人生の目的」と大上段に構えると欲求５段階説では説明

できないのです。右掲は、家族が笑顔にいるイラストです。哲学的に

生きる事を考えてみるとその始元は「幸福」というキーワードに辿り着

きます。「幸福」を具体的に表すと右のイラストに行きつきます。よく

「何のために働くか」と聞きますが、「お金」という方もいらっしゃいま

す。しかし、その「お金」は何に使うのですかと聞くと自分や家族が上

がって来ます。そして、その「お金」はどうして稼ぎますかと尋ねれ

ば、誰かの「役に立つ」ことで対価を頂けるとなります。中には、人を

騙したり困らしたりして稼ぐ方もいますが、いずれ警察のお世話になります。それでは一瞬の

「幸福」を味わえるに過ぎません。このように「幸福」がキーワードでその具現が「笑顔」や「笑

声」になります。 

 

２．人の心を動かす 

 リーダーシップという言葉がありますが、この意味に悩む方が多いよ

うに思います。右図はイノベータ理論のグラフですが、元は正規分布

です。何事も積極的な方は少なくて僅か２ .５％（２σ）であり、その方

が何かを実践して旨く行く確率も２ .５％なので、うまく確率は０ .０２５２

＝０.０００６２５（０.６％）なので千人に１人もうまく行かないのです。従

って、リーダーシップ論を学んだとしても同じでうまく巻き込めないので

多くの方が悩むのです。従って、私のような経営コンサルタントも理論

だけではうまく行かないのです。 

 故船井先生はその対策のコンサル術の一つとして「百匹目の猿」を教えて下さいました。ま

ず、戦後、京大の類人猿研究所が宮崎県の幸島で小さな猿の群れで餌付けをした際、「イモ

洗い」という現象が起こったのです。若いメス猿が川と海の交わる河口辺りでイモを洗うと美味

しい事を発見して繰り返していたのです。その様子を見た若いオス猿が真似るようになって群

れに広がったのですが、ラガート層があり約１６％が最後まで真似なかったという話です。つま

り、「イモ洗い」がキーで「これは良い」という事をやって見せるのです。私が学んだ‘９４年当時

は、船井のコンサルタントは店づくりで活躍していました。 

 これと同じ事がリーダーシップでも言えます。山本五十六元帥の「やってみせ・・」の言葉な

のです。つまり、口先だけの理論では同調する事が難しいので、「術」として「やり方」を示すわ

けです。私自身は「Fax 一斉同報」によるマーケティングからスタートして「Fax ちらし・３段活用

マーケティング」と商品化したのです。３段とは Fax によるレスポンス・そのクロージングの手法

そして潜在客への「あとフォロー」の３つです。 
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３．フレキシブルな思考 

 私は中小企業家同友会に所属していますが、よく例会でグループ討論のテーマに「人を活

かす経営」というキーワードが出ていました。所属支部のメンバーは少人数の企業が多いので

すが、ある支部長が言うことを聞かない社員に理念を何時間も話したという報告があったので

す。今で言えば「虐待」に近い話です。程なくその社員は当然の如く辞めたのですが、この社

長が「人を活かす経営」を唱え「共育」を掲げていたのです。平素、理念を語って熱く語ってい

ましたので、経営の難しさを痛感した事例になったのです。 

 中小企業家同友会では「人を活かす経営」や「共育」を実践する手法として企業変革プログ

ラム（変プロ）を開発して啓蒙活動を始めた頃でした。しかし、経営は「人間」的な要素が大き

いと思います。珈琲製造卸のＭ社は、時代の変化をよく捉えてフレックスタイム制を導入する

など「変革」が見える形で実践されています。Ｍ社長は、夕方に子供を迎えに行ける為に始め

たとおっしゃっていますが、フレックスタイム制やネット通販も本格的に取組んで従来の男性中

心でモーレツ主義から女性が活躍する会社に変身して、コスパの視点からタイパへ視座を高

めておられます。その結果、女性比率が６０％を超えているそうです。女性が多くなり「共感」

する風土に変わって来ているそうです。 

 Ｍ社長は「これからの中小企業はフレックスタイム制も視野に入れて『働き方改革』を実行す

る時代」とフレキシブルな組織活動を提唱されています。トップが柔軟な思考になれば「鏡の

法則」で社員も柔軟な思考になるという構図です。「発想力」で事業への参画意識を高めて

「レンガ積みの法則」でいう１.６２の人財を育成する「共育」が真の「人を活かす経営」につなが

って行くという構図です。 

 

４．「人を活かす経営」 

 トヨタの経営理念の一つ「１にユーザー、２にディーラー、３にメーカーの利益を考えよ」は

‘35 年に神谷正太郎が豊田自動織機製作所に入社した時、販売理念として掲げた言葉と言

われています。近江商人の「三方善し」は「売り手・買い手・世間」も同じ視点に立っています。

一般企業では「１にお客様、２に社員、３に経営者」になると考えます。例えば、フレックスタイ

ム制を導入したＭ社は「仕事に合わせた勤務体制でお客様に適したサービスを提供して、お

客様満足度を高め、社員が幸福になり、会社が繁栄する」構図です。つまり「幸福」という視点

で「お客様、社員、会社」の「三方善し」になっているのです。 

 右図は先々週にもご紹介した「レンガ積みの法則」のイラストです。これ

は故船井先生から教わったもので 

・単純作業を繰り返す時の作業効率を１・・（人在） 

・ゴールが見える作業効率は１.６倍・・・・・・（人材） 

・創意工夫して行う作業効率は１.６２倍・・・（人財） 

と定義されていました。 

 Ｍ社のようにフレックスタイム制を導入すると社員の自由度が高まるので

創意工夫が始まるのです。タイパと言いますが時間効率が良くなり、結果

的に生産性が向上するのです。右下は「イノベータ理論」と「レンガ積み

の法則」を組合せた表ですが、組織効率は１.４倍になると試算していま

す。実際に和歌山の小売店では１.５倍に跳ね上った事例があります。こ

のように「人財」や「人材」が多くなると「風土」が大きく変わります。各自

が工夫する「風土」で楽しい職場づくりが可能になります。これが「人を

活かす経営」の大きなヒントになると確信しています。 

 

【ＡＭＩニュースのバックログは http://www.ｗｅｂ-ami.com/siryo.html にあります！】 
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